
賀来良江追悼 タンダバハダンスカンパニィの会
舞踊家であり教育者であった賀来良江が次世代に伝えたかったこと

2019 年 12 月 27 日（金）　16:30 開演（16:00 開場 ）　

なかの ZERO 大ホール
入場料無料 ( 全席自由 )

第一部　小品集 / 第二部　お釈迦様の世界他

故 賀来良江 （かく よしえ）

　本名：田中良江
　鶴見大学名誉教授
　( 一社 ) 全日本児童舞踊協会常務理事
　( 一社 ) 現代舞踊協会会員
　なかの洋舞連盟副会長
　( 一社 ) タンダバハダンスカンパニィ代表理事

■主催： 一般社団法人タンダバハダンスカンパニィ

■後援： 公益社団法人日本仏教保育協会 / 一般社団法人全日本児童舞踊協会 /

 一般社団法人現代舞踊協会
 CDAJ ／ Contemporary Dance Association of Japan/
 公益社団法人日本芸能実演家団体協議会 / 東京新聞 /
 なかの洋舞連盟 /daCi （子どもとダンスの国際会議）Japan
　　　　

　1934 年 6 月 30 日児童舞踊家賀来琢磨の次女として生
まれる。1955 年よりタンダバハダンスカンパニィの指導
者となり、自らも児童舞踊の発展に心血を注いだ。東京
新聞全国舞踊コンクール指導者賞、全日本児童舞踊協会
功労賞等多数受賞。創作活動も活発に行い、文化庁芸術
祭への参加や海外公演なども多数行った。
　また、長年保育者養成に携わり、保育教材「プレイソ
ング」など、多数の教材を残した。
　2018 年 7 月 7 日永眠。享年 84 歳。

遺作「お釈迦様の世界」上演にあたって
　舞踊を通して「人を育てる」ことに一生を捧げられた賀来良江先生…。
　昨年、日本仏教保育協会委嘱作品「語り・歌・踊りで綴るお釈迦様の世界」に取り組んでおられました。その作品の中で、

「六波羅蜜」を子どもに分かりやすい言葉にして作詞し、早川史郎先生に作曲をお願いして、「きょうのやくそく」を誕
生させました。作品に対する情熱の火は最後まで消えることはなく、命尽きるまで作品に対する思いを語っておりまし
たが、2018 年 7 月 7 日、舞台の本番を前に急逝しました。
　生前、東京での上演を望んでおりましたことから、タンダバハに所縁のある人達のご協力を得て、この度「お釈迦様
の世界」として再演する運びとなりました。良江先生からのラストメッセージを、一人でも多くの方々に受け取ってい
ただけましたら幸いです。
　この作品に込められた故人の想いによって、子どもたちの未来が少しでも明るいものとなりますように…。

門下一同



〒164-0001 東京都中野区中野 2-9-7    
 03-5340-5000( 代 )

　　　特別出演（敬称略）

花輪洋治、川村昇、高野宏之、矢沼礼子、
飯塚友浩、中西飛希、鈴木遼太

出演
タンダバハダンスカンパニィ

タンダバハダンスカンパニィ OG とその関係者

原作：古山健一（曹洞宗総合研究センター）

台本・構成・振付・作詞（きょうのやくそく）：賀来 ( 田中 ) 良江

音楽構成：山本直／作曲（きょうのやくそく）：早川史郎

スクリーンフォト：仏教美術研究会

初演：2018年 7月 27日　於：公益社団法人日本仏教保育協会主催第35回全国仏教保育愛知大会

■舞台監督：伴美代子　■照明：飯田豊　■音響：海老沼良太　
■装置：ユニ・ワークショップ　■映像：株式会社ビデオ　■写真：木村洋一
■衣装：宮村泉、飯塚真穂、柿下さやか、
　　　　中野区東部福祉作業所、タンダバハ衣装部　
■司会：大岩かおり　
■制作：タンダバハダンスカンパニィ
■宣伝美術：ペグデザイン　
■協力：タンダバハダンスカンパニィ OG、筒井義宏

一般社団法人タンダバハダンスカンパニィ
〒164-0011　東京都中野区中央 2-40-3

TEL/FAX：03-3371-7986
URL：http://www.tandavaha.sakura.ne.jp
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お釈迦様の世界お釈迦様の世界
お釈迦様の教えである、六波羅蜜の“６つの行い“を子どもたちに伝える
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　スタッフ

　お問い合わせ


